
JDSF 新春セミナー
2016年 1月27日

バズワード「ビッグデータ」第四歩目！
AI技術は未来のストレージに応用できるのか？

ビッグデータWG



昨年のTechForumでは、バズワード「ビッグデータ」第三歩目！として

ビッグデータの活用事例から見たストレージの分類と未来像をご紹介

しました。今回はその未来像をさらに深堀しAI技術の応用の可能性を

探りました。

２．本コンテンツはIT初心者の方が理解できるように、ベースの部分から解
説をしております。上級者の方々には物足りない内容になっているかもしれ
ませんが、お含みおきください。

３．本コンテンツの一部は後日公開予定でございます。

４．本コンテンツを転載されたい場合には、事務局までご一報ください。

はじめに
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おさらい１
（図解）まとめビッグデータとストレージインフラ

今までのストレージテクノロジー（RAID、HDDやTAPE）と趣向を異にするストレージインフラの台頭

大きい
データ

たくさんの
データ

ビッグデータ
+

解析（人の意思）

半導体系
ストレージ

スケールアウト
ストレージ

解析・分析 データ保管
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おさらい ２
（図解）ビッグデータライフサイクルとストレージ要件

テクノロジーは発散気味

リアルタイム
データ

過去からの
データ

ビッグデータ
+

解析（人の意思）

蓄積利活用
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おさらい（１＋２）
（図解）ビッグデータライフサイクルとストレージ要件

リアルタイム
データ

過去からの
データ

ビッグデータ
+

解析（人の意思）

蓄積・再活用解析・分析
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大きい
データ

たくさんの
データ

利活用
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2016年 1月27日

ビッグデータの潮流と考察

What is the Trend of Big Data?



中核を成しているのは、ビッグデータ、オープンデータ、パーソナルデータ

（付録）ICT新事業創出に向けたPROJECTとACTION 

7（出典）総務省「ICT新事業創出推進会議」（第10回）資料



新事業検討の方向性

8（出典）総務省「ICT新事業創出推進会議」（第10回）資料



デジタルデータ量の増加予測

9出展：http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h26/html/nc131110.html



データ流通量の推移（メディア別）

10（出典）総務省「ビッグデータの流通量の推計及びビッグデータの活用実態に関する調査研究」（平成27年）
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ビッグデータの活用からみる
ストレージのあるべき姿

Storage should be,,, 



ビッグデータのライフサイクル

12

図はライフサイクルの標
準的なステップ。

二次ストアから加工/利用

のステップにデータが供
給されるケースもある。

二次ストアから再生成や
二次加工に回らず終端
するケースもある。

各ステップから除外・削
除・消滅されるデータが
存在。
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生成

再生成

一次

ストア

加工

正規化

データ整形

利用

集計・分析

二次

ストア



ホットストレージ（HOT）
高IOPS

使い続けても落ちない性能が必要

ウォームストレージ（WARM）
スケールアウト（ホットにもコールドにも必要）

高スループット

可用性の確保

データの完全性を確保

セキュリティ
消去の完全性・機密性

コールド・フリーズストレージ（COLD）
データの完全性を確保

セキュリティ
消去の完全性・機密性

ビッグデータストレージの分類と要件
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・インフラへ簡単アドオン
・壊れても即復旧できる
・考慮点：セキュリティ
（消去の完全性・機密性）



媒体とストレージの位置付け・・・現在

Tape Library
（Tape）

Full Flash
（SSD）

Storage
（HDD）

ホットストレージ
一次ストア適用ストレージ

ウォームストレージ
（二次ストア適用ストレージ）

高スループット 高I/O

再活用

リアルタイム活用

オプティカル

コールド・フリーズストレージ
三次ストア適用ストレージ



媒体から見た分類とその特性・・・数年後こうなる？

高スループット 高I/Oメモリー
フラッシュ

磁気ディスク
テープ

再活用

オプティカル

新世代素子

Flash/SSD の容量単価の

低廉化とビッグデータ分
析・解析の需要が相俟っ
て、メモリーフラッシュの
シェアが拡大すると予測。

リアルタイム活用



データが壊れない（壊れても意識しなくて良い）
データロストは絶対なくしてほしい

止まらないでほしい（いつでもアクセス、自動復旧）

設定が簡単
インストレーションが簡単

特殊な技術が必要ない

運用が容易
煩わしい運用を簡潔にしたい

バックアップ→できればやりたくない

災害対策→できれば考えたくない

容量追加→LUNとか嫌

設定変更→手順が面倒

データ移行→できればやりたくない

ファイルシステム→色々あって大変、互換性も無い

何かの性能指標を入れると自動的に設定してくれる
SDS注目の理由

フラッシュが人気の理由

ストレージの理想像
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オブジェクト
ストレージにより
解決しつつある



ますますビッグデータ活用は広まっていく

データ管理は今でも大変だが、ビッグデータ
活用により、ますます大変になっていく

ストレージの将来像
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新しいテクノロジーを使った自動化や

昔からの課題克服がビッグデータを支える
ストレージ基盤になっていくと考えられる



適材適所
分析 → 一定の性能が必要
データ保管 → ストレージの階層化が必要

互換性の担保
ファイルシステムの障壁
ビッグデータ解析の場合には中間データの部分が重要

APIはあるが、色々な思惑がありストレージ間の互換性が
生まれにくいケースが多い
ストレージベンダー、アプリベンダー等

ビッグデータ分析から見たストレージ

18

自動化や課題克服がビッグデータを支える
ストレージ基盤になっていくと考えられる



媒体とストレージと未来に必要な技術

Tape
Library
（Tape）

新生代素子
ストレージ

Full Flash
（SSD）

ホット
ストレージ

ウォーム
ストレージ

高スループット

高I/O

再活用

リアルタイム活用

オプティカル

コールド
フリーズ
ストレージ

Storage
（HDD）

Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
配
置
や
自
動
運
用

ス
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AIによる半自動化を使ったITシステムの中のストレージ
ストレージを意識しなくてもデータ管理・分析ができる

例）問題点を音声でヒアリングし調査結果を出してくれる

例）必要になる性能指標を出してくれる

例）アプリケーションに最適化してくれる

例）地理情報や気象データから災害対策のリスクを数値化してくれる

例）新旧技術の互換性を吸収

適材適所にストレージリソースを自動分配してくれる

例）データを最適配置しコストバランスを鑑みた構成を推奨してくれる

例）必要なデータを必要な時に、必要なストレージリソース上へ移動させてくれる

ストレージの近未来像（１つの回答と考える）
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現状では？･･･Nimble Storage InfoSightの例

21

追加ライセンス無しで使える
強力なデータ保護

迅速なバックアップとリカバリ
VMware認定

VAAI対応/SRM対応

小さな規模から大きな規模まで
システムを止めずに柔軟に追加

可能な拡張性

必要な分だけ追加出来る
優れた拡張性

障害を未然に防ぐプロアクティブな
サポートと容易な運用性
（予兆検知/標準保守）

簡単なオペレーションデバイス(SSD, HDD)の性能を
最大限に引き出す効率性

圧倒的に優れたコスト当たりの
パフォーマンスと容量

InfoSight

新鋭システム機構

Flash-Optimized 
System Software

CASL

Cache Accelerated Sequential Layout

Nimbleが提供する4つのバリュー

CPU オフロード型
スピンドル・バウンド型

Scale to Fit
必要な領域のみ拡張

極小スナップショットブロック
VMware フレンドリ

自律型・傾向解析・予兆検知
ストレージ SNS

ハイブリッドを前提に作られた１つのアプローチ（予測し、キャッシュに配置）

稼働しているNimbleの
挙動を全て蓄積・分析し、
性能をアプリ毎に最適化
例）DB, VM, MAIL等
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これからの新技術を予測

Predicting the new technology



これまでのストレージを取り巻く
技術進化のベクトル

デバイス単位の集積度向上
仮想化・抽象化技術の向上

大容量化

冗長化(デバイス・構成要素・経路)
仮想化・抽象化技術による冗長化

高可用性

プロトコルの標準化
制御機能の高度化

接続性

デバイスおよびバスの高速化
コントローラの高速化

高速化

自動階層管理
データ複製・冗長化

データ管理

重複排除技術
容量仮想化技術

効率化

ストレージ関連
技術のベクトル



ビッグデータに関連する技術

デバイス単位の集積度向上
仮想化・抽象化技術の向上

大容量化

冗長化(デバイス・構成要素・経路)
仮想化・抽象化技術による冗長化

高可用性

プロトコルの標準化
制御機能の高度化

接続性

デバイスおよびバスの高速化
コントローラの高速化

高速化

自動階層管理
データ複製・冗長化

データ管理

重複排除技術
容量仮想化技術

効率化

ストレージ関連
技術のベクトル

大容量化

高速化

データ管理



ストレージ利用の効率化と運用性向上

も
っ
と
使
い
や
す
く
！

デバイス単位の集積度向上
仮想化・抽象化技術の向上

大容量化大容量化

デバイスおよびバスの高速化
コントローラの高速化

高速化高速化

自動階層管理
データ複製・冗長化

データ管理

自動階層管理
データ複製・冗長化

データ管理

 最も効率的な運用をストレージが
自律的に考えて自動化すること
ができるか？

 デバイスや構成モジュールの状
態をモニタリングし傾向分析する
ことで障害予測をできないか？

 大量に蓄積されたデータをいか
に効率よくストレージ内で自動配
置するか？

 大量に蓄積されたデータの解析
負荷軽減のため、前処理をどこ
までオフロードできるか？

ＢｉｇＤａｔａの活用効率化

ストレージの運用性向上
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機械学習（AI）による
ビッグデータの検知・分類・推奨

Machine Learning 

for BigData Storage



多種多様なデータが増加する中、

量的にも、質的にも人手作業では対応困難な業務が出てきています。

データの爆発的増加で発生する
業務課題

大量データ処理の課題が顕在化

“ヒト”では量が多くて
対応しきれない

•手作業では処理しきれない
•全てのデータに目を通せない

•見るべき項目が不明
•全ルールを精査できない

機械学習（ディープラーニング）

人に代わる「人工知能技術」を活用することで、業務効率化を実現！

多様化しており、必要な
データの判断が難しい

人の判断で
は限界

出典：日本電気株式会社



機械学習とは

出典：日本電気株式会社

機械学習

検知 推薦分類

画像・映像 テキスト 構造化データ

DB

CSVCSV
CSV
CSV
CSV
CSV

手本データ
（教師データ）

手本データ
（教師データ）

手本データ
（教師データ）

人間が自然に行っている学習能力と同様の機能を
コンピュータで実現しようとする技術・手法

お手本データを学習することで、分類/検知 / 推薦などの判断を実現



JDSF 新春セミナー
2016年 1月27日

画像解析・データ分析への応用

Application to Data Analytics

29



運用フェーズ

学習フェーズ（事前処理）

ヒトの判断を支援する高精度な画像分類機能

簡単に判断モデルを生成可能

 お手本画像のラベル付け（分類情報選択）、学習、結果確認をGUIで提供

専門家の判断に基づく手本データを学習させることで、高精度な判別/検知が可能

NEC Advanced Analytics による
RAPID機械学習 (画像解析)

RAPID機械学習

学習機能

お手本データ
（画像、分類先）

判断結果
（判断結果、確信度等）

学習結果

(モデル)

判断機能

判断対象データ
（画像）

画像解析GUI

運用管理者

蓄積画像
データ

判断結果
（判断結果、確信度等）

例）監視システム

適用先：交通監視、店舗内監視、工場の検品など
（監視員の業務負荷軽減、人件費削減、検知精度向上、監視品質の安定化）

出典：日本電気株式会社



RAPID機械学習の特長

▌”イチ押し”ポイント

世界トップクラスの
軽量・高速性

機械学習（ディープラーニング）の研究分野で世界トップクラスで

あるNEC北米研の技術を製品化。
軽量・高速なため、オンプレミス型のシステム構築が可能であり、
「個人情報など機密性の高いデータ」「データサイズが大きく通信
に制限がある画像・映像データ」も安心して活用できます。

▌適応分野・ソリューション例
 画像解析版：交通監視、店舗内監視、工場の検品など

（監視員の業務負荷軽減、人件費削減、検知精度向上、監視品質の安定化）

 人材マッチング版：人材仲介業、企業の採用・人事業務、大学の中退者予測など

（仲介成約率の向上、採用・人事業務効率化、優秀人材の選考漏れ防止、中退者予防）

人工知能で
ヒトの判断をサポート

お手本データを大量に学習させるだけで、複雑なルール設定は
一切不要。業務専門家の判断に基づくデータを学習させることで、
初心者でも高度な判別が可能になり、業務を効率化できます。

まずは評価版（有償）で
効果を検証

「機械学習って本当にヒトのように判断できるの！？」と不安なお
客様に効果（予測精度）を検証してもらえるよう、有償の評価用ラ
イセンス（1か月）をご用意しています。

出典：日本電気株式会社



従来「人」が行っていた多様な判断作業を自動かつ高速に実現

画像/映像やテキストなど非構造化データに対応し、様々な領域に適用可能

RAPID機械学習の適応分野ソリューション例

医療

・画像診断の支援
・ゲノム解析作業の効率化

一般企業

・最適な人材配置支援
・採用業務の支援

行政

・セーフティネットの向上
・インフラの異常検知

警察・警備

・映像監視の効率化
・犯罪の未然防止

流通・サービス

・最適なレコメンド
・万引き予兆検知
・チャーン分析

RAPID
機械学習

教育機関

・中退者対策
・就職支援

交通

・違反車両検知
・バードストライク対策

製造

・不良品検知

出典：日本電気株式会社
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データ検索・保管管理への応用

Application to Data Search & Store
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導入効果

解決策

課 題

機械学習技術を利用した社内文書検索
により高効率な検索を実行

社内フリーアドレス化 社内文書の電子化

想定外の情報も入手できるようになり、通常１０％程度の利用率
と言われている検索システムにおいて５４％の利用率となった。

出典：ユニアデックス株式会社

欲しい情報を素早く検索

管理者は行動履歴から業務を見直し

イメージからも文書検索

エンタープライズ検索エンジン
「Neuron」 を活用して社内文書

検索システムを構築

膨大な情報資産を
いかに活用するか！

「 Ｎｅｕｒｏｎ 」はブレインズテクノロジー株式会社の商標です。



機械学習技術を利用した
社内文書分類と保管

 ファイルの種類、利用状態、重複有無等、様々な視点でレポジトリを⾒える化
 分類した状態から対象ファイルの中身まで確認が可能
 分析レポートを部門管理者に共有し、部門単位の整理・整頓を⽀援
 特定のルールで分類したデータを用途に応じて保存先の変更（移動・削除）が可能

機械学習技術を利用した検索システムの採用

出典：ユニアデックス株式会社

• 拡張子
• ファイルサイズ
• 作成年
• 最終アクセス
• 最終更新
• オフィスファイル
• 圧縮ファイル
• メディアファイル
• 重複
• etc.

多様なパラメータで
レポジトリの可視化・分析

文書管理システム

オンプレミスストレージ

クラウドストレージ

ごみ箱

機会学習機能を
持ったレポジトリ

パラメータ分析による
適切な保存先を選択
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障害検知・予測への応用

Application to Fault Detection & Prediction
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故障発生の未然防止
保守・保全業務の効率化
品質・機能の改善

etc.

障害予兆検知
障害解析
故障予測
ｅｔｃ．

データ分析プラットフォーム

Ｉｍｐｕｌｓｅ
構造化
蓄積

特性
判定

モデル
学習

大容量・高速

機会学習

高度な分析

障害検知・予測技術への応用

出典：ユニアデックス株式会社

データ分析プラットフォーム Impulse
・企業内に蓄積されたデータを最大限に活用
・機会学習による深い分析と高速処理で「予兆検知を実現」

情報システム

生産設備

装置・製品

ログデータ
リソースデータ

マシンデータ
センサーデータ

マシンデータ
センサーデータ

「 Ｉｍｐｕｌｓｅ 」はブレインズテクノロジー株式会社の商標です。



多軸相関用
アルゴリズム

正規分布用
アルゴリズム

対象データ

分析アルゴリズムの選択を自動化

出典：ユニアデックス株式会社

自動分類

正規分布 多軸相関有り

ＡＬＬ用
アルゴリズム

周期特性用
アルゴリズム

周期性あり ＡＬＬ

Ｍａｈａｌａｎｏｂｉｓ ＬＯＦ Ｓ-Ｈ-ＥＳＤ ＫＳ-test

ＥＤＭ

単軸外れ値
検知

多軸外れ値
検知

周期性
検知

変化点
検知

ユーザーが対象システム・データの特
性を把握したうえで、適用アリゴリズム
を選択するのではなく、分析基盤が分
析データの特性を判定し、自動的に適
用可能なアルゴリズムを選択する。
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 データベースサーバーと3台のWebサーバー
のログデータを基にImpulseが故障につなが
る異常を正しく検知できるかを調べた。

 実際に起こった障害状況

① 検索システムのデータベースサーバー
のログは、正常時には周期的な特性が
あった。

② 障害時、データベースサーバーのクエ
リー処理件数が落ち最終的に夜間バッ
チ処理が不能になった。

③ 熟練技術者が後からログデータを見る
と、周期性を外れる予兆が生じていた。

監視対象システム

Webサーバ

DBサーバ

 データベースサーバの障害に対して、Impulseはログデータに周期性があることを自動判断し
「周期特性用アルゴリズム」を使って異常を検知した。

⇒障害発生の7日前に障害を検知することができが。
 3台のWebサーバーの障害に対しては、ログデータ特性から各データに相関関係があること

を見抜き、「多軸相関用アルゴリズム」を自動選定していた。
⇒検証結果では、Webサーバーが故障する12日前に異常を検知できた。

Impulse

ログ
データ

出典：ユニアデックス株式会社
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エピローグ

Epilogue



ビッグデータWGメンバー

パルテック 上原様

シーティーシー・エスピー 落合様

日本電気 力石様

アライドテレシス 延原様

ユニアデックス 高木

資料作成者
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情報を取りまとめて一緒に発信しましょう

ご参加されたい方は事務局へご一報ください

ソリューション プロダクト

ビッグデータWGSSD WGSNT部会

ITテクノロジー／バズワード／トレンド

DMS部会エデュケーション
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ご清聴ありがとうございました。

Thank you!


